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第１９期町田市立図書館協議会 

第２回定例会議事録（要旨） 

 

日 時  ２０２１年１１月１２日（金）１４時～１５時 

場 所  町田市民文学館ことばらんど ２階大会議室 

 

出席者 （委 員）松本 直樹、仲村 拓真、中野 浩一、 

梶野 明信、鈴木 真佐世、福田 有美子 

坂巻 美和子、平田 冨久子、吉田 和夫 

若色 直美、 

    （事務局）図書館長、図書館副館長、図書館担当課長 

         図書館職員１２名 

欠席者 （委 員）なし 

傍聴者  ２名 

 

○事務局   本日はお忙しい中、お集まりいただきありがとうございます。定

刻になった。会議に先立ち、事務局から報告させていただく。 

 本日の会議は、出席委員１０名で、全員出席ということで会議は

成立している。前回、残念ながらご欠席だったＢ委員も本日はお見

えであるので、どうぞよろしくお願いする。 

 次に、本日の傍聴であるが、本日の傍聴人は、２名の方にお見え

いただいている。 

 続いて、資料の確認をさせていただく。１枚目の次第以下、資料

番号①、資料番号②－１から②－３、資料番号③－１から③－５、

最後に図書館評価の委員間協議用の資料、これは委員にだけで、傍

聴の方にはお配りしていない。 

 あと、前回会議録の最終案も併せてお配りしているので、ご確認

いただきたい。 

 次に、会議における発言についてのお願いである。録音データに

基づいて議事録を作成している。発言される際は、お名前を述べら

れてからご発言いただくよう、ご協力をお願い申し上げる。 

 それでは、委員長、会議の進行をお願いする。 

 

○委員長   それでは、第１９期第２回町田市立図書館協議会を開催する。今
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回は、後ほど、１時間程度図書館評価の時間があるので、全体会

は公開にさせていただくが、後半の図書館評価のグループ協議は

各部屋でということなので、そちらは非公開の形で進めさせてい

ただきたい。 

 議事に先立ち、お手元に前回の議事録があるかと思う。１度既

にご確認いただいていると思うが、修正事項があったので、それ

を反映したものがこちらにあるかと思う。ご確認いただいて、も

し何かあれば、ご発言いただければと思う。あるいは会議終了ま

でにお気づきの点があればおっしゃっていただければと思うが、

いかがか。 

 では、ご確認いただくということで議事に入っていきたい。 

 議事の１番目ということで、図書館からの報告事項をお願いす

る。 

 

○事務局   資料１をご覧いただきたい。 

まず、新型コロナ拡大防止に伴う図書館の対応であるが、前回協

議会の翌日、９月３０日で緊急事態宣言が解除となった。その後、

リバウンド防止措置を経て、現在は基本的対策徹底期間となって

いるが、図書館としては緊急事態の解除以前から通常開館してい

るので、対応に大きな変化はない。ただ、感染者が激減はしている

が、当面、座席数の削減などは継続して様子を見ていきたいと思っ

ている。一部、パーティションを設置して、ちょっと座席を増やし

たりした部分はあるが、基本的には、ある程度間引きした状態をし

ばらく続けていきたいと思っている。 

 続いて、項目の２番、教育委員会の動向であるが、まず、１０月

８日、第７回定例会では、前回の図書館協議会での推薦に基づいて

Ｄ委員に生涯学習審議会委員の就任をお願いした旨を報告して、

それが承認されている。 

 また、１１月５日の第８回定例会では、議案第２４号として、町

田市立図書館条例（案）が議題となっている。ただ、本件は１２月

の市議会の議案になるものであるので、現時点で議事内容は非公

開となっている。市議会議決後に議事が公開されるので、この場

は、これ限りでご了解願う。 

 最後、アクションプランの取組等についてであるが、まず、移動

図書館のイベントへの出張等について記載させていただいている。

１０月３１日に大地沢青少年センターで行われたイベントに参加
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し、あいにくちょっと雨が降ってしまう状況もあったが、１２７名

の方にご参加いただき、３６名の方には、おはなし会にもご参加い

ただくことができた。 

 あと、レジュメに記載はないが、委員の方にはブルーのチラシを

お配りしているかと思う。１１月２０日、来週の土曜日にシバヒロ

で行われるイベント、星空シバヒロピクニックにも出向く予定に

なっている。午後１時半から４時まで、そのイベントで移動図書館

も滞在する予定になっているので、お時間があれば是非覗いて見

ていただきたい。 

 次に、（２）、前回ご報告した英語多読講演会であるが、１１月

３日、４３名の方にご参加いただいた。大変盛況で、当初の想像以

上に英語の多読への関心の高まりは感じている次第である。 

 もう１枚、チラシを配っているが、ちょうどふるさと納税の寄附

の使い道のラインナップに、この１１月から外国語児童書や絵本

の充実に充てるメニューが加わったので、市民の方には返礼品は

ないが、もしよろしければ委員の皆様もご検討いただければ大変

ありがたいと思っている次第である。 

 以上で、今回は図書館からの報告を終わらせていただく。 

 

○委員長   ありがとうございます。図書館から報告があったが、何かご質問

やご意見はあるか。 

 

○Ａ委員   １つは、第８回の定例会で、それは議会に出すことなので非公開

ということであるが、この間、駅前に指定管理者を導入することで

大分条例を変えた。条例ではないのか、いろいろ、図書館法が変わ

った。そういう駅前の指定管理者に関することというわけではな

いのか。どういうことに、中身はあれであるが、何について、それ

も秘密であるのか。 

 

○事務局   図書館条例については、３月に指定管理を入れる前提で大きく

変更した。同じ図書館条例に関することであるが、議会の方でまず

議案が出るのが、多分１１月の、もう再来週ぐらいには出るかと思

うので、そこを是非ご覧いただければ。非公開でやっているという

ことをご理解いただければと思う。 

 

○Ａ委員   もう一つであるが、多読講演会、４３名ということでたくさんの
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方が参加されたが、前のときは、子育て世代はそんなに参加がな

かった。結局、多読の会ができたのは、割と一定の年配の方たち

がメンバーになっていらっしゃると思うが、この４３名というの

は子育て世代の方の参加があったのか。 

 

○事務局   ちょっと今、手元に正確などのくらいの方がというのはないが、

比較的若い世代、お子さん連れのお母さんというか、親御さんも

ご参加いただいて、これまでよりも幅広い世代にご参加いただい

た。 

 

○委員長   よろしいか。 

 

○Ａ委員   分かった。 

 

○Ｂ委員   前回、第１回は、私は所用があって欠席させていただいた。申し

訳なかった。私は、生涯学習審議会、社会教育委員の立場からお話

しさせていただくことが多いが、英語の多読はすごく人気もある

し、これから必要なことだと思っている。１つは、研修会というか、

こういうイベントもそうであるが、今日もいろいろチラシを頂い

ているが、これをぜひ生涯学習センターにも情報提供していただ

いて、そのセンターがこれから答申を出すが、ハブ的機能を持つよ

うな方向に今考えているので、ぜひそれを広範に広めていただけ

ればと思う。 

 質問であるが、この手のものは、チラシもそうであるが、ホーム

ページにデータとして、あるいはチラシのＰＤＦがアップされて

いるのかどうかが１点である。 

 ２点目であるが、これはよく生涯学習審議会で話し合うことで

あるが、はっきり言うと、これからは多分、英語の時代ではなくな

るかもしれない。英語は英語でもアメリカの英語とか、そういう英

語ではなくなるかもしれない。つまり、外国人がたくさん増えて、

特に日本に来る子どもたち、はっきり言うと、親もそうであるが、

日本語も英語も分からないという子どもたちが多い。多読もいい

が、多言語をぜひ取り入れていただいて、そのような資料とか、狛

江と違って町田は人口が多いので、たくさんのいろんな方たちが

いるので、多様性みたいなものを担保するような資料やテーマ企

画を今後ともお願いできればと思っている。 
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 以上、２点である。 

 

○事務局   まず、イベントの告知関係についてはホームページにも、それこ

そ多種多様なものを載せさせていただいていて、あと、ツイッター

等でも発信をさせていただいている。ただ、その全部に結果が出て

いるかというと、そこまで、大きなイベントをしたら、結果とか、

こんな感じであったというものを載せたりはしているが、そこま

でできているかというと、そこまでではないかもしれないが、発信

は力を入れているところである。 

 あと、多言語については、正直申し上げて、まだなかなか英語自

体も緒に就いたところであるので、今後の課題として検討させて

いただきたい。 

 

○委員長   ほかに何かあるか。 

それでは、議事の１番目は以上ということで次に進ませていただ

く。 

 議事の２番目は、町田市子ども読書活動推進計画推進会議委員

の推薦についてということで、事務局から説明をお願いする。 

 

○事務局   私からは、町田市子ども読書活動推進計画推進会議委員の推薦

についてご説明させていただく。 

 お配りした資料を１枚めくっていただくと、会議の概要が書い

てあるので、こちらを簡単にご説明させていただく。 

 この推進会議であるが、子ども読書活動推進計画、今、第四次計

画が２０２０年度から始まっている。それを効果的に推進するた

めに、子どもたちに関わる市民と行政が行っているアクションに

ついての進捗状況を確認していただいたり、情報交換、連携協力を

するために検討していただいている。 

 委員の人数は全員で１４名で、学校教育関係の方であるとか、子

育て関係、それに附随する市の部署が入っている。その中に図書館

協議会の方の代表として１名、今までも選出していただいている

ところである。 

 任期は２年になり、２０２３年１０月３１日まで務めていただ

く形になる。 

 会議の開催は年に２回で、今年度はもう一度、年明けの１月の後

半から２月ぐらいに調整をさせていただいているところである。
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会場は基本的に中央図書館になる。 

 図書館協議会と同様、謝礼が会議１回の出席につき１万５００

円という形になっている。 

 現在、図書館協議会からはＡ委員に出ていただいており、現在、

２期務めていただいているところである。再任も可能である。こち

らも含めて検討していただければと思う。ご推薦のほど、よろしく

お願いする。 

 

○委員長   ありがとうございます。 

今日お配りしていただいた資料②－３が概要版である。ちょう 

ど今、第四次の計画が進行している。「はじめに」ということで、

その内容を書いていただいている。「基本理念・目標」、「市民と

行政の役割」ということで、図書館は活動計画の中では非常に大き

な役割を果たしているのであろうと思う。ということで、委員の推

薦の依頼があった。これまでＡ委員が２期続けていただいている

ということなので、ほかの方で立候補される方がいらっしゃれば

と思うし、Ａ委員にも検討いただければと思うが、何かご意見等は

あるか。 

 

 

○Ｃ委員   私は、Ａ委員が継続でいいのではないかと思う。 

 

○委員長   ということで、Ａ委員、推薦があったが、いかがか。 

 

○Ａ委員   私はもともと子ども文庫をやっていて、子どもの読書推進のた

めにそういう活動もしているので、皆さんがもしよろしければ、３

期になるが、いろいろなことも分かってきたし、やらせていただけ

ればと思う。 

 

○委員長   すみません、大変なお仕事だと思うが、よろしくお願いする。無

事に委員が決まったということで、それでは、議事の２番目は以上

ということで終了させていただいて、続いて、議事の３番目、移動

図書館についてに移りたいと思う。 

 前回、１８期の検討の振り返りを行う予定であったが、少し時間

が押してしまい、その時間を取ることができなかった。その間、事

務局から新しい委員の方に個別に連絡を取っていただいたと聞い
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ている。そういったことを踏まえて、事務局から説明をお願いする。 

 

○事務局   資料③－１、移動図書館サービスに関する取組項目への意見に

ついてをご覧いただきたい。 

 最初に、移動図書館についてであるが、英語でＢｏｏｋ Ｍｏ

ｂｉｌｅというが、頭文字を取ってＢＭという呼称を使わせてい

ただくのでご了承いただきたい。 

 では、内容に入る。１８期協議会では、ＢＭに関わるアクショ

ンプランの取組についてご意見をいただいてきた。１８期でのご

意見を基に、アクションプランの取組を進めるための具体策につ

いて事務局で検討を進めている。１９期では、事務局で作成した

具体策についてご意見をいただきたいと思っている。また、図書

館サービス拠点の配置についても検討を進めていきたいと考えて

いる。 

 議論を進めるために、１９期での検討スケジュールを作成した

ので、各回、様々な観点からご意見をいただきたく、よろしくお

願いする。 

 １番、前回の資料の説明であるが、振り返りであるので、かな

りかいつまんでご説明する。前回資料が参考資料として出ている

ので、そちらの１からご覧いただきたい。 

 参考資料の１、タイトルは同じである。内容で、前文のとおり、

２０２０年策定の図書館サービスのアクションプランのＢＭが関

係する３つの取組に関して、１８期、１９期と引き続き様々な観

点からご意見をいただく。 

 １のサービス拠点の配置の現状としては、拠点として、（１）

の建物図書館、（２）の予約資料受け渡し場所、（３）のＢＭ巡

回場所、（４）相互利用図書館があるということで、それを図示

したのが参考資料２である。 

 

○Ａ委員   すみません、もうちょっと大きい声で、よく聞こえなくて。 

 

○事務局   内容は、資料を読んでいるだけであるので、資料を見ながらお聞

きいただければ。 

 

○Ａ委員   どこを今、読んでいらっしゃるのかが。 
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○事務局   参考資料１である。 

 

○Ａ委員   分かった。どこを読んでいるか分からなかったので。 

 

○事務局   参考資料１の２番のところに行く。図書館のアクションプラン

のことであるが、アクションプラン、ＢＭ関係は（１）ＢＭの出張

運行、（２）がＢＭを活用した体験学習、（３）ＢＭ運行や予約受

け渡し場所の見直しという３つのものであった。 

 ３ページ目に行くと、３のとおり、２０１９年度、巡回場所を見

直して６か所を終了したとか、新たな出張先として幼稚園等にア

ンケート調査、選定を実施し、２０２０年度から試行で出張運行を

開始したという流れが書いてある。 

 ４番、１８期での説明と検討内容は、（１）で５から７回、ＢＭ

出張運行とＢＭを活用した体験学習について、現状説明や課題検

討、２０２１年度の具体的な取組についてご意見をいただいてき

た。 

 （２）で８から１１回では、ＢＭ運行と予約資料受渡し場所の見

直しに関して、他自治体の図書館遠隔地サービスの紹介などの上、

図書館サービス拠点の姿の案にご意見をいただきながら３つの案

に絞ってきた。それが参考資料の３－１から３－３になる。地図の

方である。 

 １つ目は、町田の新たな学校づくり推進計画によって、統廃合に

よって新設や建て替えの予定がある３０校に学校図書館地域開放

を行ってＢＭを１台に減らす案、２つ目が学校図書館地域開放と

いう場所を絞って、ＢＭは２台残す案、３つ目はＢＭを拡充すると

いう案であった。 

 （３）、第１８期のご意見のまとめというのは、今回、参考資料

としてつけてはいないが、ＢＭ全般については、身近な場所に来る

メリットや、定期巡回は滞在時間が３０分から５０分であるとい

う弱点や、場所の選定について意見があった。ＢＭ出張運行につい

ては、アウトリーチについては今後推進していくべきとか、コーヒ

ーと読書といった出店とか手法の展開について、移動図書館活用

の体験学習には利用対象者や場所の拡大などについて、ＰＲにつ

いては紙配付へのご協力からＩＣＴ活用の提案についてなど、図

書館サービス拠点の案については、いろいろあったが、学校図書館

地域開放は、現状のままでは難しいので建て替えのタイミングが
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重要。ＢＭを拡充する案には、ＢＭの小型化について前向きなご意

見、予約資料受渡し場所、資料配送、電子書籍の拡充などについて

は幾つかの問題点の指摘もいただいた。 

 最後の５番、今後の議論の進め方は、第１８期から２０期までの

大きな予定であり、第１８期、８回にお示ししたものと同じである。

最終的に検討した内容は、２０２４年度からの次期の生涯学習推

進計画の取組として反映していく予定である。 

 前回の説明は以上になる。 

 では、元のレジュメに戻る。元のレジュメも題名は同じであるの

で、資料③－１の２番、１９期の検討スケジュールについてである。

予定は、以下の表のとおりになっている。検討事項を補足すると、

これまでのご意見により幾つかのサービス拠点の配置案や具体策

を作成できたところであるが、提案に当たって、ＢＭの小型化につ

いて触れてきたということがある。これは１９期では第２・第３回

でこのことについて検討したいと思う。第４・５回では、ＢＭの定

期巡回場所の設置ルールというか考え方について、６・７回は学校

の建て替えに当たり、図書館としてどう希望していくか、８・９回

は、これまでの検討でのご意見を整理して、図書館サービス拠点の

姿の案をまとめ、最後に生涯学習審議会に、協議会から推進計画に

反映したい内容として固める流れと考えている。 

 では、次ページから今回の検討事項である３番、ＢＭの小型化に

ついてである。１８期での検討の中で、運行可能な場所の拡大や、

運転手の確保のため、車両の小型化について触れてきた。改めて、

ＢＭの小型化についてご意見をいただくため、運行状況やサイズ

感覚、他市での導入車両、小型化のメリット、懸念事項についてま

とめた。今回は、車両の小型化について、総論的なご意見をお願い

する。 

 まず最初に、現在の幼稚園、保育園への出張の様子を小型化する

場合の検討材料として、実際の駐車の様子をスライドでお見せす

る。今準備するので、ちょっとお待ちいただきたい。 

 

○事務局   こちらのスライドをご覧いただきたい。こちらの３か所にＢＭ

を止めている。 

 山ゆり幼稚園がこちらになる。園庭がここにあって、こちらの星

印のところに停めてほしいと言われたが、これが星印の場所であ

るが、非常に狭く、右下の写真を見ていただければ分かるとおり、
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園の建物にそのまま入ると、もう数センチしか空いていないぐら

いの状態になっている。そこで、こちらの星印の駐車場に出向くよ

うにしたが、こちらの場合、園と接していることは接しているが、

こちらを通ってこないと園児が来られないことになっている。 

 次は、東平しらゆり保育園と東平ひまわりこども園についてで

ある。こちらは園が２つ並んでいる。このように、こちらは最初か

ら駐車場に停めるようになっていて、こども園からは、ここの隙間

を通って行けるようになっており、安全に引率ができるようにな

っている。駐車場はこのように広く、ゆったりとした駐車場になっ

ており、園児も十分に余裕があって本を選べるようになっている。

この写真は、先日たまたま出張運行したときに、こちらの町田市の

地震体験車が来ていたので、大きさの比較として載せさせていた

だいた。そちらがＢＭで、こちらが地震体験車であるが、約倍ぐら

いの大きさになっている。 

 続いて、こちらが、最後、森野三丁目保育園である。こちらは真

四角の、ほぼ整形地になっている。駐車場があるが、ほぼ道と建物

の間の小スペースのところになる。ＢＭが、ここにテントや屋根が

あるが、これを広げると道の端にぎりぎりぐらいになっていて、こ

れから出ると、大型車が道を通ると危ないので、ぎりぎりで行って

いる。ただ、園の建物からはすぐであるので、園児はこちらからス

ムーズにＢＭに来館することができるようになっている。 

 こちらが今運行している３か所の紹介になる。 

 

○事務局   では、引き続きレジュメに戻る。（２）の駐車場でのサイズイメ

ージのところからである。サイズイメージのところの町田市のＢ

Ｍサイズなどは表のとおりである。それを駐車したときに上から

見たイメージで図を作成した。駐車のスペースは、一般的に最低限

必要と言われている２．５掛ける５メートルの区画を８つ、駐車場

内の通路として上下に５メートルの間隔を空けてある。比較とし

て、松山市のＢＭが２，８００から３，０００冊搭載している小ぶ

りのものであるが、下に点線で表示している。テントの縁から駐車

場の端っこまでの距離を同じぐらいの位置で置いてみると、通路

の専有範囲が町田市のＢＭよりも松山市の方が狭いことが見てと

れる。 

 続いて、次のページの（３）ＢＭのいろいろなサイズ例であるが、

こちらは資料③－２をご覧いただきたい。カラー刷りになってい
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るかと思うが、いろいろな車両のサイズ例で、冊数順である。まず、

明石市と東近江市の５００冊のＢＭで、こちらは軽自動車の小型

トラックを改造したものである。明石市については、大型と小型の

使い分けをしていることなど、１８期の８回でもご紹介している。 

 ３つ目の写真は鳥栖市の１，０００冊搭載のバンであるが、車を

そのまま使うのではなくて、ブックトラックという本を移動する

カートを出張先の室内に持っていって、そこで閲覧、貸出をすると

いう、ちょっと変わったタイプで、まだ全国でも数例らしいという

ことで、それ１台に２５０冊掛ける４台で１，０００冊である。次

が川口市の１，２００冊搭載である。鳥栖市と同じようなバンであ

るが、普通は車に書架を搭載する方が多い。後ろも書架であり、回

転させて、その書架を９０度曲げると荷室に物を入れられるよう

になっている。下の京都市は２，２００冊搭載であるが、マイクロ

バスの中に書架を設置していて、外側からは本は取れないという

ことで、遠目からだと移動図書館とは見えない感じである。 

 次のページは、その内部の様子である。その下が厚木市である。

２，６００冊搭載で、車椅子用リフトもついていて、大分小ぶりに

なっている。下に町田市のＢＭ写真を比較で配置しているが、厚木

市は側面ドアがなくて、出入りを後ろからのみとすることで小型

にされているようである。 

 ４ページ目は、筑紫野市の３，０００冊のＢＭである。こちらは

車椅子のリフトと後部階段の様子がよく分かるので紹介しておい

た。こちらはサイズは不明であるが、ぱっと見は町田市と同じぐら

いに見えている。その下が、先ほど駐車場イメージで使用した松山

市のものである。町田市より５００冊ほど少ないだけであるが、随

分小ぶりである。 

 最後に、大きいタイプとしての紹介である。町田と同じ３，５０

０冊であるが、長さが７メートル近くあるというもので、泉佐野市

のものである。今年度中に３，０００冊の搭載車に買い替え予定と

いうことであるが、買い替えて今の町田市と同じサイズに縮小さ

れるということである。ただし、そちらも買い替え後、車椅子リフ

トをつけるというお話であった。他市のＢＭの紹介は以上である。 

 またレジュメに戻る。（４）ＢＭのダウンサイズ時のメリットと

懸念事項である。メリットとしては小回りが利くようになり、運行

可能な場所が増えると思われるので、先ほどの幼稚園の狭い場所

のように、希望された場所に運行できるかもしれない。重量が減る
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ことにより、石畳の舗装部分など、重い車が侵入すると敷石が割れ

るおそれがあるということで駄目なところがあるが、そういうと

ころにも進入可能になるかもしれない。 

 車両総重量を３．５トン未満にすると、今の普通免許でも運転で

きるようになる。懸念事項としては、搭載冊数が少なくなるので利

用者の期待には応えづらくなる。サイズによっては乗車定員が少

なくなるので、読書相談などを受けにくくなる。現在の定員４人で、

通常、運転手と司書２名で行っている。今、運転手職の方にも業務

の補助をお願いしているが、さすがに専門的な質問には対応でき

ないので、もし職員数が減れば利用者をお待たせすることが増え

るかもしれない。 

 以上のようなことがメリットや懸念として考えられている。 

 事務局からの説明は以上である。 

 

○委員長   ありがとうございます。 

事務局から資料③－１に基づきながら、前回の説明４点の話も 

織り交ぜていただいた。この１９期の検討スケジュールについて

と、小型化を今後進めていくということも少し検討しているとい

うことで、たしか前期もそういった案については図書館から説明

をしていただいていたかと思う。そういったことで、この小型化に

ついて話をしていただいた。駐車場の状況によっては、なかなか大

型の移動図書館では難しいところもあるという話もあったかと思

う。 

 今回と次回は、この移動図書館車の小型化について少し議論を

していきたい。本来的には図書館は全市民に対して平等にサービ

スを提供するのが重要なわけであるが、どうしても近隣の利用者

が利用しやすいということで、そうすると、図書館から距離のある

利用者に対してサービスをしていかないといけないということで、

そういった観点から移動図書館などが使われてきたかと思う。 

 今、３台運用されているということでよろしかったか。それで、

小型化を今少し検討しているということであるが、すみません、私

から最初に質問をさせていただくが、小型化を検討しているとい

うのは、何か具体的なスケジュールみたいなものは、今、図書館の

方はあるのか。 

 

○事務局   一応、買い替えについて検討はしているところである。要望は出
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しているが、という段階である。 

 

○委員長   そうすると、具体的に計画の中でこの時期に買い替えるという

ものが載っているわけではないということか。 

   

○事務局   まだ確定している予定はない。 

 

○委員長   そうすると、そういったときの参考意見として協議会にも意見

をいただきたいという理解でよろしいか。 

 ということで、なかなか難しい問題ではあると思うが、皆様から

ご意見をいただきたいと思う。小型化だけの話をするのは難しい

ことであって、本来的にはサービス全体をどうするかという話は

あるだろうし、遠隔地に対するサービスの在り方もあるだろうし、

サービスのポイントをどう設定するかという大きな話もあるとは

思うが、なかなかその順番をどうするかというところもあって、取

りあえず今回は小型化について、皆様のご意見等を次回も併せて

いただければと思っている。すみません、私の方から話をさせてい

ただいたが、皆様から、説明資料についての疑問も含めて、何かあ

ったらお願いする。 

 

○Ｄ委員   ご説明ありがとうございました。私は新任なので、以前、個別に

いらしていただいて説明を受けたことも踏まえてなのであるが、

４点、お聞きしたい。 

 １点目は、幼稚園、保育所への出張の様子をご紹介いただいたが、

これは今、どうやって選んでいるか。出張先をどうやって決めてい

るかを、私が聞き漏らしたかもしれないが、教えていただければ幸

いである。 

 ２点目以降は全部メリット、デメリットの話であるが、２点目が、

メリットの運行可能な場所が増えるとあるが、具体的に例えば、こ

のエリアが回れるようになるとか、ここは要望が出たり、行きたか

ったが、運行可能な場所ではないから行けないというところが具

体的にあるのかということである。 

 ３点目は、車両総重量３．５トン未満にすると普通免許で運転で

きるということであるが、具体的に３．５トン未満はどれくらいの

規模の車両なのかというので、もし先ほどの例の中で当てはまる

ものがあればご教示いただければ幸いである。 
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 そして４点目が、懸念事項の、乗車定員が少なくなる場合、読書

相談を受けにくくなるとあるが、私自身は移動図書館車に司書が

乗っていることはすごく大事だと思っていて、それは単に本を受

渡しできるだけではなく、人のサービスができる、専門家のサービ

スが受けられるという意味ですごく意味があると思っているが、

実際今、乗っている司書の方への読書相談みたいなものは、体感で

もいいが、どれくらい移動図書館の場合はあるのかということが

４点目である。 

 多くて恐縮であるが、よろしくお願いする。 

 

○事務局   幼稚園、保育園の選択について、まず、図書館に貸出カードの登

録をいただいている幼稚園、保育園が市内全部ではないので、そち

らの園の方に、このような出張サービスを検討するが、いかがかと

いうことでアンケートを２０１９年度に取った。その中で、来てほ

しいという要望をいただいたところに、実はサイズがこのぐらい

で、重さがこのぐらいであるが、停められる場所はあるかとか、そ

のような細かい追加調査を行って、それで、まずほぼ行けそうにな

ったところがこの４園だったので、こちらを選んだ。ほかは、よく

聞いたら、実は自分たちの園は図書館にも行けるので、そっちでも

いいという話もあったりして、今のところ、この４園になっている。 

 それから、メリット、デメリットの中で運行不可といったところ

は、先ほどのアンケート結果の中でも、間口が狭くて入れないと分

かったとか、そういう園があったということで、最初にやってみた

いと思ったけれども、サイズで、これは駄目だとなったようなとこ

ろがあったということで、エリア的には、そういう入れないとかい

う場所ではなくて、駐車場所の関係の話となる。 

 重量で３．５トンだとどのくらいかと……。 

 

○Ａ委員   総重量というのは、本は積まない状況の話であるか、それとも本

を積んでからの話か。 

 

○事務局   全部積んで、人も乗って、燃料も入っての状態である。例えば、

厚木市の図書館の車が２トンだそうなので、それに本だの人だの

を入れても３．５トン以内ではないかと思うが。 

 

○事務局   すみません、細かいところがまだ用意ができていない。今日とい
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うよりかは、次回、そういった細かいところをお示しさせてもらお

うと思っていたところなので。今の２トンというのは、恐らく積載

の２トン車はヤマトとかの宅急便の車が大体２トン、今の町田市

の移動図書館は３．５トン車という積載量の車なので、総重量とい

うと積載と車体の重さを足したものになるので、６トンになって

いて、３．５トンの総重量というのが、今すぐにはお答えできない

ので、また次回にそういった細かいところはお示しさせていただ

きながら、具体的な車両のことについてご意見をいただければと

思っている。すみません、準備が遅くなった。 

 

○委員長   では、そういうことで、３．５トン未満の件はそのような形でお

願いできればと思う。 

最後、もう１点あったか。 

 

○事務局   最後、職員がどのような質問を受けるかということであるが、移

動図書館でも、英語の絵本を借りたいということで、このぐらいの

レベル感の読み物を見繕って持ってきてくださいであるとか、ミ

ステリーでも、このような内容の本はないか、こんな感じの本を持

ってきてくださいというご要望とか、一般的な建物の図書館と同

じような感じで聞かれて、では、次回調べてお持ちしますとか、こ

の中であるとしたらこの辺であるというご案内をしている。運転

手の方もすごく協力してくださって、積むものを考えたり、ここの

ポイントではこういうものをお好みの方が多いから、このような

本を集めた方がいいのではないかとか、協力してくださっている

が、司書資格がある者は、そこをもっと考えて準備、対応している

ところである。 

 

○委員長   よろしいか。 

 

○Ｄ委員   ありがとうございました。 

 

○委員長   それでは、ほかに何かあるか。 

 

○Ａ委員   意見であるが、もともと移動図書館に関して皆さんが不満に思

っているところは、本が新しくならない、いつも結構同じ本だとい

うこともあって、サイズが少し小さくなっても、そこがリニューア
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ルされていれば、利用者はある程度、満足するのかというのが１つ

ある。 

 それから、市が運転手として特殊免許というのか、大型車の免許

を持った人を入れないとなったら、普通免許で運転できる車しか

増やせないというあたりが、見本に最初に載っていた、ちょっと小

さくなるようなのだと、大型車になるのかどうか、その辺も分から

ないが、松山市だと２，８００から３，０００となると、現在のよ

りは小さくなるけれども、本も少なくなる。このぐらいだったらい

いのかと思うけれども、これだと大型免許が必要なのかと、この辺

が分からないと、どのサイズまで落としてもいいのかが判断でき

ないが、やはり本当に小さい５００冊しか載らないような明石市

のだと、今３，０００何冊が５００冊となると、今の機能にはなら

ないし、可能な中では大型と呼ぶか、中型と呼ぶか分からないが、

ある程度の大きさが欲しいと思う。細かい、先ほどおっしゃった、

どこまでが総重量で可能なのか、その辺がちょっと分からないと、

どのサイズがいいか判断しにくいが、最初に言ったように、車をど

うするかというのと、その後のサービスで、それは移動図書館に載

せる本の充実と絡んではくると思う。だから、両面で考えたいと思

う。 

 

○委員長   今の大型車の免許の件は、分かれば。 

 

○事務局   中型免許で行けるが、先ほどのＤ委員のご質問と同じようにな

るので、例えば、松山市が全て搭載して、最終的な総重量がどのぐ

らいになるのか、だから、免許だったらこのぐらいとか、今、免許

もいろいろあるので難しいが。 

 

○事務局   二十歳ちょっとぐらいで最近免許を取得した人だと、かなり小

さい車両しか運転できない普通免許の区分になってきているので、

今の町田市の移動図書館車だと、最近免許を取った方は運転でき

ない。町田市の移動図書館車は大型免許でなくても運転できる。う

ちの運転手の１人は普通免許しか持っていないが、私ぐらいの年

代が取得した普通免許だと運転できるが、それ以降、３０代ぐらい

の方からだと運転できないとか、そのような区分があるので。 

 

○委員長   大型免許とはまた違う問題ということで、オートマとか、そうい
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うことか、クラッチがついているとか。 

 

○事務局   普通免許、中型車８トンに限るとか、５トンに限るとか、今の区

分とか段階がいろいろある。次回のときに、できるようだったら表

にしてみる。 

 あともう一つ、本の入れ替えの話があったが、明石市の５００冊

と３，０００冊のＢＭの紹介をしたときに、５００冊は本がいつも

一緒になってしまうので、子どものところに行った後、午後、高齢

者施設だったら、中身を全部４５分で入れ替えるというスパルタ

をやっているという話があったが、小型であれば、頑張れば入替え

がかなり、ちょっと大変であるが。今も移動図書館は、以前、本が

リフレッシュできないという話があって、日々、毎朝とか毎週とか、

入れ替えは努力しているので、一部分は新しめになっているとは

思っている。 

 

○委員長   当初予定していた時刻はもうそろそろ来てしまうが、まだ何か

あれば、ぜひ。 

 

○Ｂ委員   ありがとうございました。私は基本的に移動図書館を主に拡充

して充実するといいと思っているが、今、コロナが、もうすぐ終え

んするかもしれないけれども、それに加えてオンラインを随分や

ってきている。デジタル図書とか、そういったものの整備拡充もか

なり大事だと思う。この移動図書館の車両について、Ｗｉ－Ｆｉの

環境とかデジタル機器の対応とか、その辺はどのようになってい

るか。 

 

○事務局   今のところ、まだ中央図書館にフリーＷｉ－Ｆｉ設置の準備が

できるかやっているところである。まだＢＭのところまでは到達

していない。 

 

○委員長   ぜひそういった方向でということである。 

 

○Ｂ委員  強く要望したいと思う。 

 

○委員長    ほかに何かあるか。次回またあるので、ぜひまたご意見をいた

だければと思う。 
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 私は１点だけ、データをいただきたいものがあって、たくさん

資料があればブラウジングをして本を選ぶことができるわけであ

るが、本が少ないと、なかなかたくさんのものから選ぶのが難し

い感じがあるという気がしている。今、移動図書館車で予約で借

りる人、つまり事前に予約をしていて借りる人がどのくらいいて、

逆に、ブラウジング、さっきの幼稚園生などは、そこで選ぶのだ

と思うが、そのような利用の仕方をしている人がどのぐらいいる

のかというデータがもし分かれば。 

 

○Ａ委員   どこかに載っていた。ネットで予約をして取りにくる人の方が、

その場で予約している人より大分多かった。どこかで見たが、どれ

で見たのかが。 

 

○事務局   改めて、またご紹介はさせていただきたいと思う。 

 

○委員長   小型にするといったときの判断材料になるかと思うので。 

 

○Ａ委員   それを見て、予約の受渡し場所になっているというのも、結構思

った。 

 

○委員長   そろそろ予定されていた時間になるので、次回、移動図書館につ

いては引き続き議論したいと思う。 

 それでは、次が図書館評価ということになるが、その前に、議事

録の修正は特にないか。では、議事録は確定する。事務局の方では

ホームページにアップロードを速やかにしていただければと思う。 

 最後の４番、図書館評価ということについて進めさせていただ

きたい。 

 前回は全部で１４項目あった評価のシートについて、３つのグ

ループに分かれて図書館側から説明を受けた。皆様にご協力いた

だき、１０月末をめどにコメントをいただいているということで、

残りの時間、１６時をめどにということで、この時間を使って、

個々にいただいた評価コメントを基にグループで協議をしていた

だきたい。 

 グループは部屋が分かれているということで、それぞれのグル

ープで協議をしていただきたい。事務局から説明があるか。 
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○事務局   委員の皆様におかれては、この間、外部評価コメント案をお送り

いただき、ありがとうございました。本日、この後、委員間協議の

時間を設けているが、その際の資料には、お送りいただいたコメン

トを表に貼り付けたものをご用意している。 

 事前に何点かご質問をいただいたが、それの回答については全

委員に展開させていただいたので、本日の資料としてはご用意し

ていない。 

 あと、お待たせしていた「町田の図書館２０２０年度」版を、最

終稿ではないが、本日、お手元にご用意させていただいているので、

参考に見ていただければと思う。 

 もう１点、補足で、今日の資料、ホチキス留めのほかに、１枚、

ペラのものをつけさせていただいているが、取組２－５であるが、

生涯学習施設の利用促進という項目であるが、前回まででお渡し

していた資料は、図書館だけの実績が記載されたシートになって

いた。ホチキス留めの方は前回のままのシートになっている。今日、

１枚、ペラで追加させていただいた方は、右肩を見ていただくと、

文化財係とか自由民権資料館とか、いろいろな担当がここの項目

をやることになっているので、各所併せた総合的な記述になった

シートをおつけしているので、こちらもご確認いただければと思

うので、よろしくお願いする。 

 本日は各グループに分かれた後に、お出しいただいたコメント

をたたき台にしていただいて、最終的に残すコメントやご意見な

どをご検討いただければと考えている。 

 見ていただけると分かると思うが、文章量が結構いろいろなの

で、可能な範囲で分かりやすい表現であるとか読みやすい文章量

を心がけていただけると大変助かるので、よろしくお願いする。 

 コメント欄のまとめは各グループ内で分担していただいて、ま

た事務局に送っていただければと考えているので、よろしくお願

いする。 

 次回の第３回の定例会が１２月に予定されているので、今日の

コメント案、各グループでまとめていただいたものを１２月の第

１週をめど、１２月５日が日曜日であるので、そのぐらいをめどに、

また図書館の事務局に送っていただければと思う。 

 それをまとめて、１度、委員長に見ていただこうと考えている。

その上で、第３回の協議会の場で資料でお出しして、全委員の方に

見ていただいて、確認していただくという形を取れればと思う。前
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回の最初にお示ししたスケジュールだと第３回で全部決定みたい

な内容になっていたかと思うが、ちょっとそれだと時間が足りな

いようであるので、次回の第３回でこのコメント案の全体確認を

していただいて、最終的な外部評価の報告決定は第４回にできれ

ばと考えているので、よろしくお願いする。 

 今日、コメント案の入っているものをお配りしているが、グルー

プに分けさせていただいてしまったので、自分のグループでない

ところに関して、もしご意見などがある方は、同じく１２月の第１

週までに、この項目について、こういう意見を入れたいというもの

があれば事務局に送っていただければ、併せて委員長に見ていた

だく。よろしくお願いする。 

 

○委員長   ということで、これからグループに分かれていただきたい。それ

ぞれもうご意見を出していただいているので、それについて、重複

がないか、不要なところはないかとか、いろいろご相談していただ

いて、最終的には、今話があったが、１２月５日までにそれぞれの

グループで案を固めていただいて、事務局に提出していただきた

い。書きぶり等は、前年度のものもホームページに上がっているの

で、そちらを見ていただければ参考になるかと思う。 

 ということで、何か今この場でご質問、ご意見等があれば、それ

をお受けして、グループに分かれたいと思うが、いかがであるか。

何かあるか。 

 ということで、たしかこの後に見学の話があった……。 

 

○事務局   今日は、いつもであれば図書館で会議するところを、文学館を借

りてやらせていただいているが、今日文学館では展覧会もやって

おり、担当学芸員も出ている。もしよろしければ１６時で終わった

後、ご希望の方はこちらの前に集まっていただければ、学芸員に展

示の説明もさせるのでご覧いただきたい。図書館ではないが、組織

としては図書館の館の一部という形になっているので参考にして

いただければと思う。図書館の事業をやっているので、そこら辺も

ご参考にしていただきたい。よろしくお願いする。 

 

○委員長   それでは、そのようなことで、１６時前に終われば、特に見学さ

れないということであれば、そのまま解散していただいて構わな

い。時間は１６時頃までをめどに進めていただければと思う。 
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 そのような形でよろしいか。では、よろしくお願いする。 

 

○事務局   場所であるが、会議室をお取りしている。１つ上の３階にお上が

りいただくが、第１グループ、Ａ委員、Ｂ委員、Ｈ委員は第４会議

室でお願いする、第２グループ、Ｆ委員、Ｉ委員、Ｃ委員は第５会

議室でお願いする。第３グループ、Ｄ委員、Ｅ委員、Ｇ委員は第６

会議室でお願いする。出口に同じ表を張っているので、確認してお

出になっていただければと思うので、よろしくお願いする。１つ上

の３階になる。 

 

○事務局   次回の定例会は１２月２４日金曜日、２時から、またこちらにな

るので、よろしくお願いする。 

 


